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っ
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す
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あ
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・
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も
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ワ
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れ
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が
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／
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鎚
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。
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仏
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句
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／
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滋
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、
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狭
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［
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狭
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司
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、
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、
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仏
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ザ
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古
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「
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述
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述
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述
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述
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す
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に
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山
容
の
一
品
は
右
に
紹
介
し

J
I
L
ゅ
の
ノ
ハ
V

ご
E
心
に
小
中
山
田
［

三

ュ

l
オ
リ
J

ズ
汚
建

カ
入
り
l
ブ

に
よ

d
C
露
μ
じ
し
た
部
よ
い
人
以

Lコ ム
M
y
n
M
抱
え
る
話
内
科
M
加
し
川
町
山
川
時
旬
、
新
似
一
j

l
菜
と
税
金
・
福
仕
判
践
と
ど
の
符
造
的
川
会

Jfh’
川
け
て
の
議
題
1
d
l
f
し
が
急
務
だ
と
一
ザ
つ

E
C僚
に
L
L
J
政

ω的
川
町
民
な
す
弓
味
す
る
Lぺ
め
に
仰
［

n
vて
き
た

彼
に
し
〆
～
っ
し
は

ジ
ゴ
ニ
ン
グ
ズ
ば
、
慨
に
紹
介
し
え
よ
共
に
、
「
ム
〆
パ
フ
l
z
ン
ト
L
P
f
y

メ
リ
ヮ
作
会
に
お
は
り
る
お
と
権
力
の
悶
係
へ
り
州
戦

別
人
や
ラ
一
一
ィ
ノ
に
よ
る
公
判
日
識
の
獲
得
は

エ
ン
パ
ワ
i

過
日
の
つ
の
決
定
的
な
構
成
設
友
、
：
二
ト
色
、

z七
れ
だ
刊
で
は
現
行
の
階
批
判
的
h
a
u
l
会
的
・
経
治
的
関
係
性
を
変
市
ず

る
に
は
一
分
さ
は
な
い
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て
は
黒
人
心
以
法
的
工
ノ
パ
リ
！
メ
ン
ド
は
、

い
か
な
る
付

会
的
・
が
済
的
効
判
示
を
児
人
社
会
川
も
た
ら
し
に
の
で
あ
ろ
う

か
J

「
凶
早
川
机
」
的
な
南
部
認
都
山
で
さ
え
、
引
人
い
U
v

元
町
即
日
h

見

し
出
〕
え
介
も
の
は
、

ー
船
人
極
的
ぷ

し
ま
だ
に
討
川
仇
す
る

フ
ロ
ン
寸
ク
ト
で
あ
れ
、
黒
人
川
差
問
附
殺
で
さ
え
失
砦
ん
や
一
一
以

沢
氏
に
作
品
に
滑
り
配
る
現
実
て
あ
り

構
造
的
一
民
図
て
あ
3

ピ
ニ
去
三
山
本
Y

沼山）
J

そ
の
背
後
に
、

人
ヨ
構
或
む
の
み
な

yJF、

で
J
J
h
e
A山
川
化
ず
る
黒
人
一
ー
の
後
伝
的
差
別
口
疋
r
i
w
恒
出

もに
な士、l
し、ノ可
仁る

ノヘ
ミJコ
p旬、

台
ヌ込
〕

イ1、
ヘJ一
If勺

r~ 
さ
イし

Jとν 

〉
は
w 

) 

ま
、

し
か
し
、
ン
J

二

J

プ
ズ
ら
一
ペ
ソ
一
ア
ソ
ク
コ
〆
パ
リ

l
メ

しんJ ぜ／

十、

ιt ' ' 
lヰチ三
);¥:;, ；＇！民

的 i!:

,, 
わ
ら
土-ii
1J 
f一、り

どノL
lir 
〉

{ 
G) 

4、
明
芳之
ι，， 

ご
っ
し
に
社
会
的
行
立
的
問
川
底
を
資
本
、
ド
エ
義

仕
来
す
る
と
章
、
ス
、
ふ
く
ま
で

心
貧
困
に
あ
、
え
く

ぉ
川
市
内
心
政
治
的
動
尚
、
こ
そ
が
、

ア
メ
リ
カ
部
山
部
に
お
け
る

会
問
問
町
出
の
解
決
に
決
定
的
に
λ

v
一
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
総

わ
ノ
仁
川
と
〕
哨

t
J川ん
γ
1
7吋

一
／
一
ア
ノ
ク
・
エ
ン
パ
吋
？

J
X

ン
ト
幻
政
ム
円

の
山
川
版
乙
可
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じ

＇~ 

、
ィ
ノ
リ
一
y
f
社
会
に
お
行
る
欧
中
川
と
経
企
約
八
北
川
伐
の
限
速
に
伐
し
r

ン
工
一
シ
グ
ズ
が
編
集
し
た

政
治
と
～
弘
行
法

x 
棟

的
外
北
川
出
P

の
ち
土
援
も
そ
の
よ
う
は
も
一
り
f

あ
っ
I
h
j
d

一H
A
h
だ
d
h
J

ロに
5
2
4
’
～
足
丸
岡
F
Cゃ
な
ミ
た

、
り
・
山
山
ruh
ら
を
貫
く
問
題
玄
誌
は
、

ハ
υyv 

l

胡
人
，
氏
亡
L
l
h
j

ベ
ラ
ル
、
判
保
，
J

ニ
義
的
諸
政
竹
山
＼
の
批
判
、
主
の
桜
民
衆
権
力
の
強
訓
で
あ
る

パ
引っidf

 
ノ

J
J
A
 

日

日
常
に
は
、

政
山
リ
ヂ
苦
、

コ
ミ
ュ
一
一
｝
ィ
治
動
家
、
政
東
v
J

一J
り
ス
ト
、
政
治
的
り

i
ダ
l
b
J可
杭
し
て
い
る
が
、
ハ
仮

経
Y
小
予
告
、

：
地
問
先
山
対
す
る
コ
、
一
一
テ
ィ
統
制
、
公
共
ー
ァ

i

ピ
ス
汁
僚
制
に
対

rる
コ
、
九
一
｝
「
F

ィ
統
制
、
也
界
規
拡
の
明
人
の
日
八
日
地
巾
場

の
代
古
川
位
、
独
斗
系
の
黒
人
政
党
の
一
試
止
の
提
案
の
な
か
に
メ
う
し
ん
｝
間
短
詰
ぷ
が
凡
て
取
れ
Q

J

話
人
以
川
ぇ
向
”

の
主
有

a旬
、

1
・
ヵ

L
、
ン
寸
一
ブ
は
、
れ
叫
清
川
口
市
内
伐
を
日
山
川
リ
高
い
ア
ジ
L

シ
ダ
に
引
き
上
げ
る
た

め
に
は
、
川
一
一
人
の
諸
桁
織

経
済
的
長
h
v
d
c
p川
ピ
政
治
的
基
拠
”
な
党
展

「
教
会
、
公
民
権
問
作
咋
）

が
必
要
と
さ
れ
る
が
、

黒
人
恒
三
』
は
、

さ
仔
亡
き
ゅ
人
民
民
的
・
ヘ
神
的
集
何
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
川
口
九
の
極
用
、
下
に
は
、
市
、

ド
ラ
ァ
グ
ス
ト
ア
ー
、
中
ィ
ラ

1
、

J

ク
ト
ナ
ル

i

カ
ン
シ
」

F

は

早
人
地
域
社
九
日
げ
か
、
外
部
市
場
依
存

土
地
や
ピ
、
て
不
ス
に
対
「
る
外
部
材
河
川

な
ど
、

ν多
レ
c

に
よ
る
支
夜
、
僅
か
な
数
の
土
在
仕
業
と
い
～
J

L

有J

出
一
培
い
民
地
化
杭
也
、
あ
る
い
は

I
M
W
J河
川
「
一
凶

5
3
2
2
：一

Z
Eご

況
を
克
同
寸
る
た
め
L

も

政
治
的
日

（
工
、
ノ
パ
f

ノ
1
メ

N

／
が
必
安
だ
と
で
つ
心
で
お
一
る

郡
市
の
ゲ
ワ
ス
ル

1
ソ
比
一
却
に
力
点
ピ
間
く
ジ
一
L

一
一
ン
グ
f
、
は
、
〈
コ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ド
成
治
家
〆

J
し
て
、
ま
た
カ
イ
ザ
ー
は
、

分
峰
、
一
主
義
と
「
討
誌
の
百
史
的
弁

ι訴
を
町
占
有
し
そ
る
メ
ン
ア
的
ド
前
進
的
り
！
ダ

i
1／
し
て
、
と
う
芝
山
戸
ノ
～

J
i

ン
ャ
ケ
ソ
ン

の
政
治
的
支
苧
力
に
大
き
な
矧
F

付
を
寄
せ
る
の
そ
心
ン
ャ
ク
ソ
シ
が
好
む
フ
レ
ー
ズ
を
使
え
ば
、
人
特
的
・
階
級
的
に
ど
f

口
え

f
F
C
R

ル
川
事
れ
に
一
：
川
砲
を
F

け
円
の
も
と
に
け
J

き
ず
h

J

山山
J

、
ジ
γ

一
二
ン
グ

z
が

の
一
付
一
九
一
川
で
強
調
、
ど
に
一
c
h
つ
に
そ
れ
ら

認
ニ
也
J

ど
〈
C
コ
子
化

だ
す
る
わ
い
d
Hが
、
ニ
ラ
ノ
ク
・
ム
ン
パ
吋
v

メ
ン
ト

J

に
と
っ
て
喫
緊
の
談
川
刊
二
に
あ
る
じ
発
見
さ
れ
、

議
運
化
さ
れ
た
、
一
掛
か
ら
集
合
的
政
策
月
様
を
毛
J

山M
F

・
支
施
す
る
た
め
の
政
治
的
指
バ
有
力

r政
治
的
技
花
の
月
待
が ji; 
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